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１．2026年12月期第１四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 665 29.4 75 26.0 73 25.3 65 52.5
2025年12月期第１四半期 514 － 59 － 58 － 42 －

(注) 包括利益 2026年12月期第１四半期 65百万円( 52.5％) 2025年12月期第１四半期 42百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 12.70 －
2025年12月期第１四半期 8.33 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載し

ておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 3,333 1,913 57.4
2025年12月期 3,425 1,847 53.9

(参考) 自己資本 2026年12月期第１四半期 1,913百万円 2025年12月期 1,847百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2026年12月期 －
2026年12月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,823 32.4 266 57.8 240 63.3 180 30.2 35.27

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年12月期１Ｑ 5,124,800株 2025年12月期 5,124,800株

② 期末自己株式数 2026年12月期１Ｑ －株 2025年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期１Ｑ 5,124,800株 2025年12月期１Ｑ 5,124,800株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利

用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結

業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、「アイデアとテクノロジーで人々を笑顔にする！」をミッションとし、徹底した顧客志向のもと、

顧客の課題をDX（デジタルトランスフォーメーション）を通じて解決するために、現場のビジネスチャット「direct

（ダイレクト）」をはじめとしたサービスを、ストック収益を基盤とした現場DXプラットフォームとして提供してい

ます。

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調にある一方で、海外情勢の不確実性や物価変

動の影響が続いております。当社グループが主なターゲットとする建設業界においては、底堅い建設需要が見込まれ

る一方、深刻化する人手不足や資材価格の高騰に加え、時間外労働の上限規制等への対応が求められております。こ

うした環境下、業界全体として生産性向上が重要な経営課題となっており、現場DXへの関心は一層高まっておりま

す。

当社グループは、顧客課題を解像度高く把握し、サービス開発に速やかに反映することを強みとしております。こ

うした強みを背景に、当第１四半期連結累計期間においては、主力サービス「direct」のID数増加や「direct」と連

携するサービスのクロスセルの推進により、顧客基盤のさらなる拡大に努めてまいりました。また、前連結会計年度

に子会社化したIU BIM STUDIO株式会社の業績が当第１四半期より連結業績に寄与しております。

これらの結果、当第１四半期累計期間の末日におけるARR（注１）は1,929,905千円、ストック売上比率（注２）は

94.1％、当社サービスの契約社数（注３）は707社となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高665,742千円（前年同期比29.4％増）、営業利益75,556千円

（前年同期比26.0％増）、経常利益73,286千円（前年同期比25.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

65,086千円（前年同期比52.5％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（DXソリューション事業）

現場のビジネスチャット「direct（ダイレクト）」の顧客基盤の拡大に向けた営業活動に注力するとともに、現場

向けカメラ・クラウド共有サービス「タグショット／タグアルバム」や現場業務のノウハウを動画で簡単に共有する

サービス「ナレッジ動画」の利用拡大に努めてきました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は665,742千円、セグメント利益は75,669千円となりました。

（投資事業）

当社グループの中長期的な成長に向けて、当社グループとのシナジー創出又は財務的なリターンが見込まれるスタ

ートアップ企業の発掘および検討に注力するとともに、新規投資を実行いたしました。当第１四半期連結累計期間に

おいては、ファンド運営に係る費用を計上した結果、セグメント損失は113千円となりました。

（注）１．ARR：Annual Recurring Revenueの略称。各期末の月次ストック売上を12倍して算出。

２．ストック売上比率とは、売上高全体に占めるストック売上の割合を指します。

３．契約社数とは、OEMを除き、当社のサービスを有償で契約している契約元企業の社数を指します。１社の契

約に対し、当該企業の外部委託先など複数の会社が利用しているケースがありますが、契約社数は１社と

カウントしております。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は3,333,440千円となり、前連結会計年度末に比べ92,452千円減少

いたしました。

流動資産は2,166,172千円となり、前連結会計年度末に比べ69,880千円減少いたしました。これは主に、売掛金及

び契約資産が111,518千円増加したものの、現金及び預金が189,117千円減少したことによるものであります。

固定資産は1,167,267千円となり、前連結会計年度末に比べ22,571千円減少いたしました。これは主に、ソフトウ

エア仮勘定が17,008千円、繰延税金資産が8,186千円増加したものの、投資有価証券が15,000千円、のれんが13,699

千円、保険積立金が9,821千円、ソフトウエアが8,140千円減少したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は1,420,146千円となり、前連結会計年度末に比べ157,777千円減

少いたしました。

流動負債は403,416千円となり、前連結会計年度末に比べ90,644千円減少いたしました。これは主に、買掛金が

5,840千円増加したものの、短期借入金が30,000千円、未払法人税等が24,569千円、未払消費税等が17,556千円、賞

与引当金が9,253千円、１年内返済予定の長期借入金が8,640千円減少したことによるものであります。

固定負債は1,016,730千円となり、前連結会計年度末に比べ67,132千円減少いたしました。これは主に、長期借入

金が65,352千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,913,293千円となり、前連結会計年度末に比べ65,325千円増

加いたしました。これは、利益剰余金が65,326千円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の業績予想につきましては、2026年２月13日に公表いたしました業績予想の数値から変更はありませ

ん。当資料に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後の

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。



株式会社L is B(145A)
2026年12月期 第１四半期決算短信

4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,779,306 1,590,188

売掛金及び契約資産 403,775 515,294

仕掛品 1,016 3,254

その他 52,014 57,435

貸倒引当金 △59 －

流動資産合計 2,236,053 2,166,172

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 61,176 59,926

工具、器具及び備品（純額） 16,949 17,319

機械装置及び運搬具（純額） 4,639 4,212

土地 25,695 25,695

有形固定資産合計 108,461 107,153

無形固定資産

ソフトウエア 47,690 39,549

ソフトウエア仮勘定 1,642 18,651

のれん 486,971 473,271

無形固定資産合計 536,304 531,473

投資その他の資産

投資有価証券 410,249 395,248

繰延税金資産 48,632 56,819

保険積立金 35,191 25,369

差入保証金 46,351 45,882

その他 4,648 5,319

投資その他の資産合計 545,072 528,640

固定資産合計 1,189,839 1,167,267

資産合計 3,425,892 3,333,440
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 24,177 30,018

短期借入金 30,000 －

１年内返済予定の長期借入金 144,720 136,080

未払金 42,634 40,916

未払法人税等 49,064 24,495

未払消費税等 63,762 46,205

契約負債 48,318 58,017

賞与引当金 20,097 10,843

その他 71,286 56,839

流動負債合計 494,061 403,416

固定負債

長期借入金 1,065,938 1,000,586

資産除去債務 2,351 2,353

繰延税金負債 15,417 13,697

その他 156 93

固定負債合計 1,083,862 1,016,730

負債合計 1,577,924 1,420,146

純資産の部

株主資本

資本金 629,867 629,867

資本剰余金 2,003,537 2,003,537

利益剰余金 △785,529 △720,203

株主資本合計 1,847,874 1,913,200

非支配株主持分 94 93

純資産合計 1,847,968 1,913,293

負債純資産合計 3,425,892 3,333,440
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

売上高 514,425 665,742

売上原価 179,022 254,918

売上総利益 335,403 410,823

販売費及び一般管理費 275,418 335,266

営業利益 59,984 75,556

営業外収益

受取利息 873 1,496

受取保険金 28 3,117

助成金収入 650 200

その他 146 134

営業外収益合計 1,698 4,948

営業外費用

支払利息 3,175 6,174

投資事業組合運用損 － 1,089

その他 － △45

営業外費用合計 3,175 7,218

経常利益 58,507 73,286

特別損失

投資有価証券売却損 － 284

特別損失合計 － 284

税金等調整前四半期純利益 58,507 73,002

法人税、住民税及び事業税 19,295 17,824

法人税等調整額 △3,462 △9,907

法人税等合計 15,833 7,917

四半期純利益 42,674 65,085

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 42,674 65,086
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 42,674 65,085

四半期包括利益 42,674 65,085

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 42,674 65,086

非支配株主に係る四半期包括利益 － △1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 2025年１月１日 至 2025年３月31日）

前第１四半期連結累計期間は、「DXソリューション事業」の単一セグメントのため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自 2026年１月１日 至 2026年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額

連結
損益計算書
計上額
（注）

DXソリューシ
ョン事業

投資事業 計

売上高

ストック売上 571,417 － 571,417 － 571,417

プロフェッショナルサービスその他 94,324 － 94,324 － 94,324

投資収益 － － － － －

顧客との契約から生じる収益 665,742 － 665,742 － 665,742

外部顧客への売上高 665,742 － 665,742 － 665,742

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 665,742 － 665,742 － 665,742

セグメント利益又は損失（△） 75,669 △113 75,556 － 75,556

（注）セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは従来、「DXソリューション事業」の単一セグメントとしておりましたが、前中間連結会計期間よ

り投資事業に取り組むことを目的とした子会社及び有限責任事業組合を設立したことに伴い、「投資事業」を新た

な区分としてセグメント情報を開示しております。

なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報を当第１四半期連結累計期間の区分方法により作成した情報につ

いては、投資事業を前中間連結会計期間より開始したことから開示を行っておりません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年１月１日
至 2026年３月31日)

減価償却費 2,510千円 11,878千円

のれんの償却額 2,552千円 13,699千円

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


